
下請代金支払遅延等防止法に関する運用基準の改正のポイント

経緯・趣旨

中小事業者の取引条件の改善を図る観点から，下請法・独占禁止法の一層の運用強化
に向けた取組を進めているところ，その取組の一環として，「下請代金支払遅延等防止法
に関する運用基準」を改正し，親事業者による違反行為事例等を追加

改正のポイント

違反行為事例の追加：現行６６事例から１４１事例に大幅増加

○ 公正取引委員会による勧告・指導の中で，繰り返し見受けられた行為，事業者が
問題ないと認識しやすい行為等を追加
・下請代金の額から一定額を差し引くことによる「減額」

・支払制度の不備による「支払遅延」

○ 中小企業庁等と共同で実施した大企業ヒアリングで得られた情報等を基に追加
・合理性のない定期的な原価低減要請による「買いたたき」

・量産品と同単価で補給品を発注することによる「買いたたき」

・型・治具の無償保管の要請（不当な経済上の利益の提供要請）

・労務の無償提供の要請（不当な経済上の利益の提供要請）

特に留意を要する違反行為類型の追加

○ 違反行為の未然防止等の観点から，特に留意を要する違反行為類型を追加
・引下げ後の新単価を発注済みの取引に遡及適用する場合の「減額」

・燃料費高騰や労務費上昇分等を一方的に据え置く場合の「買いたたき」

下請法の対象となる取引例の追加

○ 事業者が下請法の対象となる取引でないと誤認しやすい取引の例を追加
・建設業者が施主から作成を請け負う建築設計図面の作成を建築設計業者に委託する場合

（情報成果物作成委託）

・アニメーション制作業者が製作委員会から制作を請け負うアニメーションの原画の作成

を個人のアニメーターに委託する場合（情報成果物作成委託）

違反行為事例の取引類型別の分類・見出しの付与

○ 違反行為事例を「製造委託・修理委託」，「情報成果物作成委託」及び「役務提供
委託」の３つの類型に分類

○ 違反行為事例に見出しを付与

親事業者による違反行為の未然防止，事業者からの違反行為に係る情報が提供され
やすくなるなど下請法の一層の運用強化



下請代金支払遅延等防止法に関する運用基準の改正のポイント

主な追加事例
違反行為事例数を従来の６６事例から１４１事例に大幅増加

買いたたき

不当な経済上の利益の提供要請

不当な給付内容の変更及び不当なやり直し

購入・利用強制

【自社製品等の購入強制】

親事業者は，冠婚葬祭式の施行に係る司会
進行等の実施を委託している下請事業者に対
して，委託内容と直接関係ないにもかかわらず，
支配人又は発注担当者から，おせち料理，
ディナーショーチケット等の物品の購入を要請
し，あらかじめ従業員又は冠婚葬祭式場等ご
とに定めていた販売目標数量に達していない
場合には再度要請するなどして，購入させた。

減額
【不当なやり直し】

親事業者は，アニメーションの動画の作成
を下請事業者であるアニメーション制作業者
に委託しているところ，親事業者が内容確認
の上，完成品を受領したにもかかわらず，プ
ロデューサーの意向により動画の品質を引き
上げるための作業を行わせ，それに伴い生じ
た追加の費用を負担しなかった。

【下請代金の額から一定額を差し引くことに
よる減額】
コンビニエンスストア本部である親事業者は，

消費者に販売する食料品の製造を下請事業
者に委託しているところ，店舗において値引き
セールを実施することを理由に，下請代金から
一定額を差し引いて支払った。

【合理性のない定期的な原価低減要請】
親事業者は，親事業者の取引先と協議して定

めた「○年後までに製品コスト○％減」という自
己の目標を達成するために，部品の製造を委託
している下請事業者に対して，半年毎に加工費
の○％の原価低減を要求し，下請事業者と十分
な協議をすることなく，一方的に通常の対価を大
幅に下回る下請代金の額を定めた。

【下請代金を据え置くことによる買いたたき】
親事業者は，親事業者から下請事業者に対し

て使用することを指定した原材料の価格や燃料
費，電気料金といったエネルギーコスト，労務費
等のコストが高騰していることが明らかな状況に
おいて，下請事業者から従来の単価のままでは
対応できないとして単価の引上げの求めがあっ
たにもかかわらず，下請事業者と十分に協議を
することなく，一方的に，従来どおりに単価を据
え置くことにより，通常の対価を大幅に下回る下
請代金の額を定めた。

【量産品と同単価での補給品の発注】
親事業者は，下請事業者に製造を委託してい

る部品について，量産が終了し，補給品として僅
かに発注するだけで，発注数量が現状大幅に減
少しているにもかかわらず，単価を見直すことな
く，一方的に量産時の大量発注を前提とした単
価により通常の対価を大幅に下回る下請代金の
額を定めた。

【型・治具の無償保管要請】

親事業者は，機械部品の製造を委託してい
る下請事業者に対し，量産終了から一定期間
が経過した後も金型，木型等の型を保管させ
ているところ，当該下請事業者からの破棄申
請に対して，「自社だけで判断することは困
難」などの理由で長期にわたり明確な返答を
行わず，保管・メンテナンスに要する費用を考
慮せず，無償で金型，木型等の型を保管させ
た。

【労務の無償提供要請】
親事業者は，貨物運送を委託している下請

事業者に対し，当該下請事業者に委託した取
引とは関係のない貨物の積み下ろし作業をさ
せた。


